
 

       

 

 

 

 

   

今の時代に求められる学力①（必要な情報を取捨選択し、判断し、表現する力） 
左側の２つの文章の意味は同じですか？そ

れとも異なりますか？正答は「異なる」で

す。主語と述語の関係など、文章の基本的な

構造を理解できていない中高生が増えていま

す。（11月 28日 静岡新聞より） 

例えば、数学の文章問題、応用問題が解け

ない理由は、実は数学の力不足ではなく、長

文を読み取るという「読解力」がないことが

原因なのです。 

文章や資料をしっかりと読み、必要な情報

を抜き出せる能力、必要なことを正しく書く

能力が求められています。そのためには、読

み物に親しむ、読み物に慣れることが大切で

す。家で新聞や本を読んだり、図書館に行っ

たりする機会を意識して増やしましょう。 

（１月９日の始業式講話で生徒に話しました。） 

今の時代に求められる学力②（協働問題解決能力＝協働できる力） 
 国際的な調査結果から、日本の子どもは「協働問題解決能力」が、世界でも高い位置に

あることが分かりました（調査参加国中２位）。「協働問題解決能力」とは、解決に必要な

知識・スキル・労力を出し合い、仲間と協力して問題を解決する能力、いわゆる「協働で

きる力」です。（12月８日 内外教育より） 

 実際、日本人は、仲間と協力し、意地を張らず、ほどほどのところでなんとなく折り合

いをつけて、けんかをしないで物事をまとめるのは得意だと思います。 

 しかし、本当に求められている「協働問題解決能力」とは、例えば、違う国の、違う立

場の、なかなか理解し合いえない者同士が、ぎりぎりのところで決定的な対立を避けて、

折り合いを付ける話し合いを行える能力だと思います。 

 本校でも「対話 協働 学びあい」をとおして、小集団での話し合い活動を進めていま

すが、いい意味で、馴れ合いではない、熱い討論、熱いバトルを繰り広げてほしいと思っ

ています。妥協を前提とした話し合いでは、質の高い方策も、深い学びも得られません。 

大浜中の学びを高める「読書と家庭学習のススメ」 
 さて、大浜中学校では、コの字型隊形を基本とし、３～４人の小集団学習で、思考力・

判断力・表現力を高める取組を進めています。この取組をとおして生徒の主体性や関わり

が増え、「授業が分かりやすい」といった声も増加しているのが現状です。効果が出始めて

いる大浜中の学びですが、この大浜中の学びをさらに高めるためには、思考する上で根拠

となる「知識」が、考えるための土台となって個々の生徒に根付くと、より思考力・判断

力・表現力は向上し、「学ぶ意欲」「知識」も相乗的に高まって行くと考えられています。 

 そのためにも、ぜひ家庭学習の充実、読書の習慣化を御家庭でも取り組んでいただけれ

ば幸いです。学校、家庭が一体となり、子どもの「学びの質」を向上させましょう。 
（校長 堀内祥行） 
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大浜中でも取り組んでいます！「働き方改革」 
どの企業でも盛んに言われている「働き方改革」。学校現場でも大きな問題となってい

ます。大浜中学校では、「地域の子どもは地域で育てる」の考えの下、地域の皆様と連携

しながら働き方改革を進めようと、現在研究を進めているところです。その一環で、様 

々なボランティアも募集しています。大浜中ボランティアに登録し、大浜地区の子ども

を一緒に育てていただけませんか。 

おしらせ 
２月 12日（月）、文部科学省共催、日本視聴覚教

育協会主催の「eスクール ステップアップ キャ

ンプ」の東日本大会が東静岡のグランシップで行わ

れます（西日本大会は滋賀県）。ＩＣＴ機器を活用

した大浜中の取組が評価され、全国規模となる本研

修会のパネルディスカッションの中で取組を紹介していきます。 

このように大浜中で行われている「対話 協働 学びあい」「ＩＣＴ活用」は全国に通用

する学びです。生徒の皆さん、自分たちの学びに自信を持ってくださいね！ 

１月 11日（木）県学力調査、ＰＴＡ常任評議委員会、12日（金）三年進路説明会 

23日（火）１、２年参観懇談会 

２月６・７日（火・水）私立高校入試、15日（木）学年末テスト 

27日（火）生徒大会 

３月６・７日（火・水）公立高校入試、12日（月）公立高校追検査 

13日（火）三送会、15日（木）公立高校合格発表、20日（火）修了式・卒業式 

 

２ 校務支援ボランティアの導入 

 教員しかできない仕事、 

教員でなくともできる仕 

事、これらを整理し、教 

員でなくてもできる仕事 

を、校務支援ボランティ 

アという立場で、赤堀敬 

子さん（現、大浜学園コーディネータ

ー）に協力いただいています。 

１ 適正な勤怠管理 

一般企業では当たり前な勤務管理の

電子化。学校現場は意外と進んでいませ

ん。本校は６月からＩＣカードによる勤

務の電子管理を始めました。また、マー

クシートを用いたアンケートの電子処

理、ＰＤＦ 

を活用した 

ペーパーレ 

ス化等、Ｉ 

ＣＴを活用 

した業務改 

善に取り組 

んでいます。 

ボランティア募集中！ 

登録お願いします。 
 

Ｂ 昼休みの図書館ボランティア 

  昼休み（平日 12:50～13:20）の図

書館開放時に、本の貸し出し作業を

図書委員と一緒に行ってくれる方。 

（週１～３回程度） 

 

Ｃ 昼休みの運動監視員 

昼休み（平日 12:50～13:20）の

体育館開放時に、安全に体育館で

生徒が運動できるよう見ていてく

ださる方。（週１～３回程度） 

Ａ 環境維持ボランティア 

  花壇の維持・手入れ、中庭の草刈り等、

校内の環境美化を進めていただける方。  

（月に１回程度、御都合のよい時） 

 

お気軽に御相談ください。 

ボランティア登録の窓口は教頭（相田）

です。電話 72-2509 


